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思
わ
ず
大
声
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こ
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書
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遠
足
で
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に
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け
る
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④ 
 

夏
に
、
ぼ
く
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
こ
と
だ
。 

⑤ 

み
な
さ
ん
は
、
水
泳
が
得
意
で
す
か
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プ
ー
ル
の
水
は
、
ひ
ん
や
り
と
冷
た
く
て
最
高
だ
っ
た
。 

「
あ
ー
っ
、
気
持
ち
が
い
い
な
あ
。
」 
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え
た
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ぼ
く
は
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
友
だ
ち
と
大
急
ぎ
で
水
着
に
着
が 

 

今
日
は
、
待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
開
き
の
日
だ
。 
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た
く
さ
ん
の
旗
が
風
に
ゆ
れ
て
、
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。 

 

太
陽
の
光
で
、
プ
ー
ル
の
水
が
キ
ラ
キ
ラ
と
か
が
や
い
て
い
た
。 
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